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1.1 2040年頃の社会変化の方向

SDGｓ（持続可能な開発のための目標）

Society5.0・第4次産業革命

人生100年時代

グローバル化の進展

地方創生

（中央教育審議会，2018）

↓
予測不可能な時代に，直面する課題を解決することができる
のは「知識」とそれを組み合わせて生み出す「新しい知」
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1.2 予測不可能な時代を生きる人材像

社会における課題の発見とこれを解決するための

学問の成果と社会との結びつきを推進する基盤
（松下，2010/中央教育審議会2012/中央教育審議会，2018） 5

汎用的技能
基本的な認知能力：読み書き計算，基本的な知識・スキルなど

高次の認知能力：問題解決，創造性，意思決定，学習の仕方の学習など

対人関係能力：コミュニケーション，チームワーク，リーダーシップなど

人格特性・態度：自尊心，責任感，忍耐力など

普遍的な知識・理解
＋

＋

数理・データサイエンス等の基礎的な素養



1.2 リテラシー

リテラシー（literacy）

特定のコミュニティで生活するために必要な読み書き計算の能力

情報リテラシー（information literacy）

情報が必要なときに，それを認識し，必要な情報を効果的に見つけ
出し，評価し，利用する能力

メディア・リテラシー（media literacy）

新聞やテレビなどの内容を正確に読みとりマスメディアの本質や影響
について幅広い知識を身につけ，批判的な見方を養い，メディアその
ものを創造できる能力

メディア情報リテラシー（Media and Information Literacy）

情報リテラシー ＋ メディア・リテラシー
6

（野末，1999；国立大学図書館協会，2015，和田ら，2013）
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メディア情報
リテラシー

（和田ら，2013；UNESCO，2014）



1.2 ユネスコ「メディア情報リテラシー５原則」

第1原則（持続可能な開発）： 情報、コミュニケーション、図書館、
メディア、テクノロジー、インターネットは、他の情報供給源と同様に、
市民の批判的な取り組みと持続可能な開発のために用いられる。
それらは同等の地位にあり、他により関係性あるものはなく、かくなる
ものとして扱われるべきである。

第2原則（創造・表現と人権）： いかなる市民も情報や知識の創造者であり、誰もがメッセージを
持つ。市民は新しい情報や知識にアクセスし、自身を表現できなければならない。メディア情報リ
テラシーは、女性と男性の違いを問わずすべてが等しく身につけるものであり、人権の中核となる。

第3原則（バイアスと透明性）： 情報、知識、メッセージは、常に中立的な価値を持つものではな
く、バイヤスを持っている。メディア情報リテラシーは、その概念化、利用、活用において、透明性
を保ち、すべての市民が理解できるものでなければならない。

第4原則（コミュニケーションへの権利）： すべての市民は、新しい情報、知識、メッセージを知っ
たり理解したりするだけでなく、コミュニケーションしたりすることを求め、男性であっても女性であっ
ても、特段の意識を持つことなく、自身が行っていることを承認し、表現する。女性であっても男性
であっても、その権利は決して損なわれない。

第5原則（生涯学習）： メディア情報リテラシーは一度で身につくものではない。それは生きたダ
イナミックな経験であり、プロセスである。それが知識、スキル、態度を包含するとき、また、情報、
メディアおよびテクノロジーのコンテンツへのアクセス、評価、利用、生産、コミュニケーション
につながるときに、達成することになる。 8

（UNESCO，2014：日本語訳：アジア太平洋メディア情報リテラシー教育センター）
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1.3 大学生の学修時間：単位制度

1単位は①と②の合計で標準45時間の学修を要する
学修内容（大学設置基準 第21条）

① 教員が教室等で授業を行う時間

② 学生が事前・事後に教室外において

準備学修・復習を行う時間

45時間＝1週間あたりの学修時間に相当

学修：単位制にもとづく正課教育（授業）の枠内に限定した学習

学習：学修の枠をはみ出る学習

（溝上，2015；土持，2012）



1.3 大学生の学修時間：学生調査

10
東京大学 大学経営政策研究センター 『全国大学生調査』（2007，サンプル数44,905人）
（中央教育審議会『新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて』2012）



1.4 教育方法の改革：アクティブラーニングへの転換

アクティブラーニング型授業への転換

授業のための事前の準備 資料の下調べや読書，思考，学生同士
のディスカッション，他の専門家等とのコミュニケーション

授業の受講 教員による直接指導，教員と学生，学生同士の対話など

事後の展開 授業内容の確認や理解の深化のための探求等

+

事前の準備，授業の受講，事後の展開をとおした

能動的な学修過程に要する十分な学修時間の確保が不可欠

11

「主体的な学修のベースとなる図書館の機能強化」*

（中央教育審議会，2012.）



1.4 アクティブラーニングの一般的特徴

学生は，授業を聴く以上の関わりをしている

情報の伝達より学生のスキルの育成に重きが置かれてい
る

学生は高次の思考（分析，総合，評価）に関わっている

学生は活動（例：読む，議論する，書く）に関与している

学生が自分自身の態度や価値観を探究することに重き
が置かれている

認知プロセスの外化をともなう

12

「行為をすること ＋ 行為について振り返ること」
をとおして学ぶこと

（松下，2015，p.1-3／溝上，2016，p.35-36）
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1.4 アクティブラーニング型授業の類型 （溝上，2016，p.36）

習
得
重
視
型

探
究
重
視
型
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名古屋商科大学HP
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情報の探索法について
学習しても，すぐに忘れ

てしまう。

学生はインターネットだけを利用
して，そのテーマについて最悪
の情報源を利用してレポートを

書いている。

信頼性の高い情報
源を用いていない。

学生はいつもGoogleだけを
使っている。他の情報源を使う

のは難しいようだ。

自分で何も調べないう
ちに，外部の人に電話
でいろいろとたずねてし

まう。

教員が配布した資料
だけを使用して課題
を仕上げている。
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学修成果の向上
初年次教育科目における図書館ガイダンス
教養教育・専門教育における情報リテラシー教育
パス・ファインダー

授業外（教室外）の学修時間を確保するための学習支援環境の整備
ラーニングコモンズ

FD（ﾌｧｶﾙﾃｨ・ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ）等による教員の支援
新任教員オリエンテーション
教育開発のワークショップ

SD（ｽﾀｯﾌ・ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ）等による専門性の向上
学生の学習や教員の教育に関わる心構えと資質開発

1.5 大学図書館の役割

文部科学省「大学図書館における先進的な取り組みの実践例」
http://www.mext.go.jp/a_menu/kaihatu/jouhou/1341374.htm（2015-11-11）



.
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2.1 情報リテラシーの定義

高等教育の学びの場において必要と考えられる情報活
用能力。課題を認識し，その解決のために必要な情報を
探索し，入手し，得られた情報を分析・評価，整理・管理
し，批判的に検討し，自らの知識を再構造化し，発信する
能力。（国立大学図書館協会，2015）

情報を振り返ることで気づきを得たり，情報がどのように生
産され価値を持つようになるのかを理解したり，新しい知
識を創造するときや学習共同体に倫理をわきまえて参加
するときに情報を利用したりするのを包含する一連の能力。
（ACRL，2015）
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2.2『高等教育のための情報リテラシー基準（2015年版）』

1. 課題を認識する：課題を認識し，その解決に必要な情報の範
囲を定める。

2. 情報探索を計画する：課題を解決するために必要な情報を
合法的・社会倫理的に適切に，かつ経済的・効率的に探索
する計画を立てる。

3. 情報を入手する：探索計画に基づき，課題を解決するために
必要な情報を適切・効率的に入手する。

4. 情報を分析・評価し，整理・管理する：収集した情報を批判
的に分析・評価し，情報を整理・管理する。

5. 情報を批判的に検討し，知識を再構造化する：整理した情報
を批判的に検討することで自らの知識を再構造化する。

6. 情報を活用・発信し，プロセスを省察する：社会倫理に則り，
合法的に情報を活用・発信し，情報の受け手と適切なコミュ
ニケーションを行う。また，情報活用行動全体を省察する。 19

（国立大学図書館協会，2015）
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国立大学図書館協会『高等教育のための情報リテラシー基準（2015年版）』抜粋



21
「情報活用行動プロセスの場面とレベル」（国立大学図書館協会，2015）

2.2『高等教育のための情報リテラシー基準（2015年版）』
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領域1 印象づけ
(図書館の存在・役割・機能)

ポスター，パンフレット，ちらし，
オリエンテーション

領域2 サービス案内
(設備の配置，サービスの種類)

図書館の見学ツアー，
館内のサイン，学内の広報誌

領域3 情報探索法指導
(情報資源の検索，情報の評価)

科目関連指導（授業，ゼミ），
独立科目，チュートリアル，
講習会，カウンターでの指導，
パスファインダー，
独習用ツール，ワークブック，
テキストブック

領域4 情報整理法指導
(要約・引用，記録・発想法)

領域5 情報表現法指導
(レポート，口頭発表，著作権)

定義：自立した情報利用者の育成を目的として大学コミュ
ニティの全構成員を対象に体系的・組織的に行われる情
報教育のこと。

2.3 情報リテラシー教育：図書館利用教育ガイドライン

（日本図書館協会・図書館利用教育委員会，2003）



2.4 学修成果に結びつく情報リテラシー教育のために

「教育効果の向上のためには，教員の授業計画と図書館員の支
援計画の連携を図ることが重要になる」（Branscomb, 1940）

「学生は授業の中で図書館を利用することによって図書館を理
解し，利用法を修得するために，教員と図書館員が協働して授
業を計画し，図書館利用を授業に組み入れることが重要にな
る」（Knapp, 1966）

「教員による支援は情報リテラシー関係の戦略を成功させるため
の極めて重要な構成要素になる」（Julienら，2002/2003）

23

高い学修成果を得られる情報リテラシー教育の実現には，
情報リテラシー教育を授業に組み入れること，
教員と図書館員が連携すること，が重要になる



2.5 授業と図書館利用の関連づけ
情報探索プロセス・モデル（Kuhlthau）

高校生の情報探索行動の調査をもとに，感情，思考，
行為の3つのレベルをモデル化

24

（Kuhlthau, 2005／三輪，2003）



2.5 授業と図書館利用の関連づけ
Big6スキルズ・モデル （Eisenberg）

情報問題解決プロセス：段階を順序だてて進むとは限らず，
各段階を行きつ戻りつするフィードバック・プロセスをともなっ
て，少しずつ目的に近づく

25

1)課題を明確にする：問題の定義，情報ニーズの識別

2)情報探索の手順を考える：情報源の範囲や利用の順位を決定

3)情報源の所在を確認し収集する：情報源の所在の確認とアクセス

4)情報を利用する：情報源の咀嚼，情報の抽出

5)情報を統合・再構成する：組織化，提示

6)評価する：成果とプロセスの評価

（Eisenberg, 1990／三輪，2003）



（三輪，2012）

26

Big6スキルズ・モデル



2.5 授業と図書館利用の関連づけ
カナダ・アルバータ州の探究モデル

27
Focus on Inquiry: A Teacher’s Guide to Implementing Inquiry-based Learning, 2004. （日本図書館協会，2011）



2.5 授業と図書館利用の関連づけ
プロセス・モデルの比較表

28

（Lowe, 2005／長澤，2016）
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3.1 情報リテラシー教育：科目関連指導とは

30

科目関連指導（course-related instruction）

「ある学科目の学習・研究の課題において必要とさ
れる情報探索法・整理法・表現法を学ばせる指導
方式を指す。通常，教員から要請されて図書館員
がその授業時間の一部を使って指導を行う。」

（日本図書館協会・図書館利用教育委員会，2003）

教員と図書館員が，事前に打ち合わせを重ねながら
科目関連指導を設計することによって，
高い学修成果を得ることができる



学生が，図書館や図書館員が自分たちの学
修活動を支援する機関（職員）であることを
認識する。

学生が，情報を利用するプロセス（情報探索，
情報整理，情報表現）の全体像を理解する。

学生が，情報を探索するのに有用な道具
（目録やデータベースなど）を理解し，利用で
きる。

31

3.2 科目関連指導の到達目標



3.3 科目関連指導の主な学習内容

図書館の三大資源：
一次資料（図書，学術雑誌），二次資料，図書館員

データベースの検索法：
OPAC（オンライン蔵書目録）
図書，雑誌論文，新聞記事，百科事典・辞書類

論理演算：AND検索，OR検索，前方一致，後方一致

レファレンス・サービス

リクエスト制度

複写・取り寄せ（ILL）サービス

引用，参考文献の書き方，著作権，剽窃（ひょうせつ）

図書館関係の用語を，学生が理解していることを確認する



3.3 図書館で利用できる資料（一次資料） 33

（市古ら，2014）

紙を材料とする

主な資料（図書資料）

図書，新聞，雑誌，楽譜，

点字資料，パンフレット，

リーフレット，絵画，版画，地図，

紙芝居，写真，ポスター

紙以外を材料とする

主な資料（非図書資料）

マイクロフィルム，CD，レコード，

録音テープ， DVD，ビデオ，

映画フィルム，スライド，

電子ジャーナル，電子ブック，

ネットワーク上の情報資源
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3.3 主な二次資料

所属する大学に所蔵されている図書・雑誌を調べる

三重大学附属図書館の蔵書目録（OPAC・オパック）*

http://opac.lib.mie-u.ac.jp/opc/

基本的な事項を調べる（百科事典，20以上の辞書・事典）*

Japan Knowledge

全国の大学が所蔵する図書・雑誌を調べる*

CiNii Books https://ci.nii.ac.jp/books/

どのような雑誌論文があるのかを調べる*

CiNii Articles http://ci.nii.ac.jp/



3.4 科目関連指導の事例（調査日：2005.9.19.）

35

アーラムカレッジ「アーラムセミナー」（1年次）60分

（長澤，2007）

13:00 図書館員の自己紹介：オフィスの場所，連絡先

13:05 図書館で利用できる情報資源：
一次資料，二次資料（参考図書），データベース，
パスファインダー

13:15 索引の使用法，OPACを用いた情報探索：
検索式の作成法，取り寄せ（ILL）の方法

13:20 参考図書の書架配列と請求記号：検索結果の評価

13:23 データベースの検索法，文献の予約
OPAC（著者名検索），雑誌記事データベース
雑誌と学術雑誌の違い，文献情報管理ソフトウエア

13:38 教員によるまとめ
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3.4 科目関連指導の設計

① 図書館員が，学期の始まる2-3週間前に，講義要綱から支

援対象とする授業科目を抽出する。

② 図書館員が，①の担当教員に，図書館員による支援の必要

性を確認し，実施日を決定する。

③ 図書館員は，授業科目のシラバスを読んだり，教員と打ち合

わせをしたりして，課題のテーマについて理解を深め，これに

関する一次資料や 二次資料，データベースを検討してパ

ス・ファインダーを作成し，Web上で公開する。

④ 指導当日には，図書館員が，パス・ファインダーを示しな

がら，情報の探索法，情報の入手法について説明する。

（長澤，2007）
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3.4 科目関連指導の実施の要点

課題探求型の課題（レポートやプレゼンテーション）を与え
る授業科目を重点的に支援する。

「教える好機（teachable moment＝テーマを設定した直
後）」に支援を実施する。

一般的なテーマではなく，授業科目で与えられた課題の
テーマに関する支援を実施する。

各授業科目に“カスタマイズ”した支援をデザインする。

同じ教員を繰り返し担当し（MYライブラリアン），対象となる
授業科目の学習内容に詳しくなる。

科目関連指導で学修した内容，図書館や図書館員の教
育的役割について，教員が授業のなかで繰り返し学生に
伝える。 （長澤，2012）



3.4 科目関連指導：教員にとっての利点

38

①科目関連指導を受けた学生は質の良い課題を提出

するので，成績評価の作業が楽になった。

②専門分野に関する新しい知識を入手し続けるには

多大な労力が必要になる。科目関連指導によって，

教員も，専門分野の最新動向を知ることができる。

③紹介されたデータベースの中で，今回初めて知った

データベースがあった。今後，活用したい。

①②アーラム・カレッジの教員，③三重大学の教員

（Hardesty et al.，2003）



3.5「山口と世界」（山口大学初年次科目）の授業計画
担当：林透先生

探究型の課題：

「みんなで考える大学設置構想 in Yamaguchi」

第1～3回 講義「大学とは何か」

第4回 企画書の検討，設置場所の決定，図書館ガイダンス

第5回 企画書の提案

第6回 発表用のポスター作成準備

第7回 発表用ポスター案の提示と調整

第8回 ポスターセッション・プレゼンテーション・投票・表彰
39

（林，2019）



3.5 「山口と世界」の探究型の課題（2016年度）

探究型の課題：

「みんなで考える大学設置構想 in Yamaguchi」

第1～3回 講義「大学とは何か」

第4回 企画書の検討

第5回 企画書の提案

第6回 発表用のポスター作成準備

第7回 発表用ポスター案の提示と調整

第8回 ポスターセッション・プレゼンテーション・投票・表彰
40

教員による事例の提示
読書課題：図書2冊

山口大学の統計情報
図書館ガイダンス
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第4回 企画書の検討・図書館ガイダンス @総合図書館

写真提供：林透先生
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👈 企画書

👇パスファインダー

資料提供：林透先生，山口大学総合図書館



3.5 授業改善のPDCA

■信頼性の高い情報
資源を用いていない

■教員が配布した資料
だけを使用している

■情報の探し方がわか
らない学生もいる

■グループの課題を分担して，
自宅でひとりで作業をしている

教員，図書館員，調査者による
課題の検討

授業目標（重点目標）
「資料を適切に収集
し，適切に分析する
ことができる」

授業
デザイン

授業
運営

フォトボイス
調査

事後の
振り返り

■図書館ガイダンス
を組み入れる

■提出課題に出典の
明記を必須とする

■情報利用の重要性
を教員が繰り返し
伝える

■歴史的な背景につ
いての理解を促す

■ラーニングコモン
ズで授業をする

■教室外で集まって
作業をすることの
重要性を伝える

■教員の説明を減ら
し，グループワー
クの時間を増やす

■楽しめる要素
を組み入れる

43



3.5 学習の成果：プレ･ポストテスト

44

（提供：林透先生）



3.5 担当教員による評価

学修成果についての評価

 信頼できる情報資源を用いて課題を完成させることができている。

 大学の設置場所について，歴史を含めて背景的な説明に厚みが増
し，大学と地域を融合させるという点で内容に深みが増している。

授業デザインについての評価

 教員による説明を減らしたことで，授業時間内にグループで作業す
る時間が増え，教員が各グループにコメントする時間も増えた。

 楽しめる要素を組み入れたことが，課題の取り組みに影響を与えた。

ドラフト会議形式の導入，探索した情報を記録するワークシート

 図書館ガイダンスでの，図書館員によるプレゼンテーションの仕方も，
ワークシートも，より親しみやすいものになった。

調査者による「山口と世界」担当教員へのインタビュー（2017年12月15日）
45



3.5 授業外学修を促進する授業のデザイン

 課題を提出する締切を複数回設ける

 課題について個別にコメントを与える

褒めをベースに，必要に応じて，情報提供，提案，発破

 全体に講義することよりも，個々のグループへの対応に十分
な時間をかける

 Good Practiceや前年度に提出された課題などによって，
ベンチマークを示す

 信頼できる情報資源を活用する必要性を伝える

教員の補足説明で図書館ガイダンスの内容を定着させる

使用した情報資源を典拠として課題に示す必要性を伝える

 授業外学修でも利用できる学修場所で授業をする 46
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4.1 ラーニングコモンズなどによる
学習支援環境の整備

アクティブラーニングスペースの設置

89大学（2009） → 453大学（2016）
48

文部科学省「学術情報基盤実態調査」*

アクティブラーニングを導入した授業
知識の獲得＋知識の活用＋新しい知の創出

他の学生との議論，多様な情報資源の活用が重要に
→ラーニングコモンズは，これを効果的かつ効率的に

支援できる（授業外の）学習支援環境

コモンズ＝共有地

ラーニングコモンズ＝多様な利用形態や学習スタイル
に対応するために，学習支援サービス，情報資源，設備
を ワンストップで総合的に利用できる滞在型の学習空間



4.2 ラーニングコモンズの主な構成要素

施設・設備（space）

協同的な学習のスペース：4～12名の利用者を想定した多様な学習スペース，プロ
ジェクタとホワイトボード，囲いのあるスペースと開かれたスペース，LAN環境，可動
式の家具など

電子機器を備えた教室：教室としての利用など

ミーティング，セミナー，レセプション，プログラム，文化行事のためのスペース：アイ
ディアの交換，相互交流など

カフェ・ラウンジ：飲食ができること，快適で座り心地のよい椅子など

49

資料・情報（stock）

コンピュータ ・ ワークステーション・クラスタ：資料を広げる十分なスペースのある配置

スタッフ（staff）
サービス・デスク：レファレンス調査，コンピュータやソフトウエアの操作の補助など
プレゼンテーションのための支援センター：画像や音響の編集システム，大判ポスター
の印刷機など
教育開発のためのインストラクショナル・テクノロジー・センター：ソフトウエアの操作の補
助，テクノロジーを用いた授業デザインや授業運営の支援など
アカデミック・サポート部門：ラインティング・センター，学生支援センターなど

（McMullen, 2008／加藤・小山，2012）



50附属図書館

3F
PBL演習室●
ティーチング
コモンズ

2F
ラーニング
コモンズ●

3F
Silentエリア●

2F
Quietエリア●

1F
Commonsエリア●

環境・情報科学館（2階＋3階）と
附属図書館（1階＋2階＋3階）を
一体運用

●教室内の学びの場
●教室外の学びの場

4.3 三重大学附属図書館



4.3 附属図書館の閲覧室

51

●Quiet
エリア
（2階）

●Silent
エリア
（3階）

●
Commons

エリア
（1階）

●Quiet
エリア
（2階）

●グループで協同的に学習する利用者から，静かに学習する
利用者まで，多様な学習形態に幅広く対応した学びの場



1

2

52

4.3 環境・情報科学館（3階）

PBL演習室 6 5 4 3
2 1

ティーチングコモンズ

座席数：24席×6
プロジェクタ一式6
電子黒板×9
無線LAN

●廊下側の壁がないオープンスクール形式の教室空間

●可動式の壁によって，教室のサイズを変更できる

●可動式のテーブルと椅子により，空間を自由にデザインできる

●壁面に電子黒板を備えた教室がある



53

4.3 環境・情報科学館（3階）：PBL演習室

テーブルと椅子のレイアウト・パターン

作成：

長橋祐太
（建築学科

2014年卒業）



4.3 環境・情報科学館（2階）：ラーニングコモンズ

54

●PCステーション（①），グループ学習のスペース（②），グルー
プ学習室（③），ソーシャル・スペース（④）からなる

●テーブル，椅子，ホワイトボードは可動式で，利用者自身が
自由に空間をデザインできる

●学習エリアについて，オープンなスペースと囲いのある
スペースの両方を整備している

座席数：112席
電子黒板×10
PC×20
無線LAN

渡
り
廊
下
で

附
属
図
書
館
へ

①

①
②

②

③

④
④



4.3 環境・情報科学館（2階）：ラーニングコモンズ

55

●オープンな学習エリアとPCステーション

●フレームのある学習エリア

●ソーシャル・スペース

●囲いのある
学習エリア



4.4 多様な情報資源と利用者の結びつけ

コンピュータやネットワーク環境の整備
目的：データベースや各種ソフトウェアの活用

据置型のPC，持込用PCを利用できるデスク，
貸出用PC，PCの自動貸出機LAN（有線，無線），
スキャナ機能付のプリンタ

パスファインダーの提供*
情報資源への効果的なアクセスを支援

図書の設置
学習法，レポート作成，
プレゼンテーション，辞書

人的支援
学生アシスタント，図書館員，教員
学習相談（情報探索，レポート作成），
利用案内，PCや機器操作のサポート 56



4.5 活用：授業，ゼミ，ガイダンス

57ゼミ（兵庫教育大学）
https://www.hyogo-u.ac.jp/

↑「スタディレスキューWeeeeek」（徳島大学）

図書館ガイダンス（三重大学）↓

『すだち』No.97，2013
（徳島大学附属図書館）



4.5 活用：文化・学術イベント

58附属図書館のオープンテラスで開催された
ランチタイムコンサート（兵庫教育大学）

写真部による写真展（三重大学）

学期中の火・金12:10-12:40に
開催されるランチョンセミナー
（千葉大学）↑

https://www.hyogo-u.ac.jp/

↓ http://www.chiba-u.ac.jp/
↑ http://www.lib.mie-u.ac.jp/



4.6 ファブラボ

59

「fabrication laboratory」
の略称で，三次元プリ
ンターや三次元スキャ
ナー，切断や旋盤など
の工作機械を備えた，
誰でも利用できる工房
のこと（デジタル大辞泉）

ヘルシンキ市立図書館 Oddi
https://www.oodihelsinki.fi/
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5.1 生徒を支援する図書館の体制

生徒

教員

司書
教諭

学校
司書

61

図書
委員の
学生

図書館
のﾎﾞﾗﾝ
ﾃｨｱ

公共図書館など
都道府県立図書館
市町村立図書館

＋
国立国会図書館
大学図書館
専門図書館

＋
博物館・美術館等

の文化施設

学校，学校図書館



5.1 学校司書・司書教諭*

62

司書教諭 学校図書館の運営と，これを基礎に児童生徒と教員一人
一人の教授学習過程で発生する多種多様な資料や情報
要求に応えることによって，教育と学習活動を支援する。

学校図書館が教科学習等に利用されるように支援する
①資料や情報，機器の利用

■ 学習内容を深めたり広げたりして学びを豊かにする
■ 調べものをしたり調べ学習（探究型学習）を実践したりする
■ 授業研究をしたり授業計画を立てたりする

②学校図書館の施設や設備の利用

③担当者の支援や指導のための利用（依頼ベース）

■ 学びの技術となる情報リテラシーを指導する
■ ブックトークを実施したり，レファレンスサービスを提供したりする
■ 授業支援のツールとして，資料のリストやパスファインダーを作

成する
■ 教師，司書教諭，学校司書がティーム・ティーチングをする

（堀川，2010）



5.2 公共図書館と学校の連携

63

公共図書館→学校・学校図書館

図書館員がクラスごとなどに，公共図書館の利用方法を説明

読み聞かせ，ストーリーテリング，ブックトーク

団体貸出として，学級に図書を貸し出すこともできる。

（一度に30冊から50冊，貸出期間は3か月程度）

学校→公共図書館
授業の一環として，クラス単位で公共図書館の見学や訪問

→教員は，事前に公共図書館の担当者と話し合い，

学習目的，児童生徒の学習歴などを伝え，当日の

学習計画を立てる



5.2 公共図書館と学校の連携

64
（林，2018）



65

5.3 教師に求められる能力

• MILに必要な政策や展望に敏感になる。
• 学校のカリキュラムにメディア・情報リテラシー

がどのように役立つのかを理解したり，メディア
や情報源を批判的に評価したりする。

• 図書館，公文書館，インターネットなどの情報提供者につ
いて知っておく。

• 学生のメディア・情報リテラシーの向上に必要な教授方法
を獲得する。

• メディア・情報リテラシーを教える授業方法について理解し
そのスキルを獲得する。

• 教師自身の生涯学習や専門職開発のために，自身のメ
ディア・情報リテラシーを向上させる。

「教師のためのメディア・情報リテラシーカリキュラム」（UNESCO）

https://unesdoc.unesco.org/ark:/48223/pf0000192971_jpn



＊

開催期間 2019年11月21日(木）～22日（金）

場所 三重県総合文化センター

大会テーマ

「令和の新時代を拓く図書館：

常若（とこわか）のくにからの発信」

66

学校図書館の分科会もあります！

配布資料もご覧ください
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11月22日（金）午前 プログラム（抜粋）

http://105th-mietaikai.info/



68

11月22日（金）午後 プログラム（抜粋）

http://105th-mietaikai.info/



参加申込，受付中! http://105th-mietaikai.info/ 69
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